
　　　▲天候には恵まれましたが、風がなく、とても蒸し暑い中での作業となりました。

第2回とちぎ夢大地応援団活動報告(令和３年7月10日実施）

茂木町　小山地区　「リコリスの植え付け」

茂木町小山地区で令和３(2021)年度第２回とちぎ夢大地応援団活動を行いまし

た。梅雨のシーズンまっただ中、開催前日は天候を心配していましたが、当日は、

刺すような強い日差しで夏らしい晴天となりました。今回の参加者は、応援団員

27名、関係者14名の計41名となりました。

会場には、茂木町の古口町長も駆けつけ、作業にあたる団員へ声援を送りました。

当日の作業はリコリス（西洋彼岸花）の球根を植え付けていくもので、チーム制

となり、穴を掘る者、球根を植え付ける者、堆肥と土をかぶせる者とでお互いに協

力をしながらの作業となり、結果、2,000個の球根を植え付けました。

ここ花の山は、2020年春に再オープンした約25,000坪の敷地に10種を超える

サクラをはじめ70種類以上の花木を楽しむことができ、自然散策や盆栽作りなど

体験教室も行っています。

大自然に囲まれたこの地で、各自様々な思いを描きながら作業に当たっていただ

きました。今回植え付けたお花は8月下旬から9月にかけてピンクや黄色や白色等、

所謂赤くない彼岸花が見頃を迎えます。

｢また来るからな!!｣と一つ一つに声を掛けるように汗を拭いながら作業を進めま

した。



はじめに、茂木町古口町長よりご挨拶をい

ただきました。｢皆さんのような方々の力

が必要です。町の中山間地区の活性化に賛

同して頂き感謝したい｣と熱いメッセージ

をいただきました。また、同町商工観光課

長からもご挨拶があり｢是非、花が咲いた

ら見に来て欲しい｣とPRも忘れません。

今回のB会員（主催者）である(一社)もてぎ

ツーリスト高久さんから、作業の進め方に

ついて説明がありました。

｢穴はバケツほどの穴で、30cmほど掘り下

げ、球根は4~5個植え付け、土をやや多め

に盛ってください｣と指示がありました。

穴を掘るのは男性陣の役目・・・？

力強く、黙々と穴を掘り進んでいきます。

場所により、石ころや赤土などの粘土質の

地盤も有り苦戦する場面もありました。

ただ、予断は許されません。

植え付け係りの方々が背面からじっと見つ

めています。頑張ってください!!

掘り下げられた穴にリコリスの球根を植え

付けていきます。

1つの穴に4～5個、しっかりと丁寧に埋め

られていきました。

きっとこの夏、立派な花を咲かせて、訪れ

た来訪者達へ感動を運ぶことと思います。


